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研究成果概要 

レーザー干渉計型重力波望遠鏡 KAGRA は複数の光共振器を組み合わせた複

雑な光学装置である。干渉計に入射される光は、入射モードクリーナによって

成形されたきれいなガウスビームであるが、重力波信号と共に出力される光は、

鏡の不完全さによって波面が乱れた汚い光である。このまま信号取得すると不

要な光に含まれる雑音で感度が悪化するため、信号取得に用いる光検波器の直

前に、出力モードクリーナと呼ばれる光共振器を設置し、不要な光を除去する

という方式がとられる。2018年度までに我々が開発してきた出力モードクリー

ナは、2018 年秋に KAGRA にインストールされ、現地での動作試験も成功し

たかと思われたが、2019年 5月ごろから調子が悪くなり、さらに設計段階での

ミスも見つかったため、一度真空槽の

外から取り出し、改修作業を行ってか

ら再度インストールすることにした。

国立天文台チームに協力してもらい、

改修工事は 2019年末に完了し、再イン

ストールは成功した（右写真）。2020年

1月には、出力モードクリーナの導入で

KAGRAの感度が大幅に向上し、2月か

ら実施した第 1 回観測でも問題なく動

作した。 
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